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　現代広告


























































































みなす J.W. キャレー，生産者の価格管理政策にその発展を帰するV.P. ノ
リス，それを社会操縦の手段とみるD.M. ポッター，豊かさという社会目
標に到達する告知と説得の営みと考えるサンデージの 4人の見解である























主義の市場観がある。「Caveat Emptor（カヴェート・エンプトール）」 ＝ 「買































ュニケーションへと 「移行」 したのである。ロッツォルらはいう 「利己的
な企業（生産者）が……説得に使える 『市場情報』 に興味を示したことはい
うまでもない
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